
【説　明】
　北海道大学の学生 3名が、当社協へ「生活支援ボランティアをしたい」と訪ね

てきたのが昨年 6月。そこから今日まで継続して支援を行っています。

　すぐに活動を始めたいという希望があったため、まずは最低限のルールづくり

から。そしてボランティア活動をしたことのないメンバーもいることからボラン

ティア講座も開催。傾聴やボランティアの心構え、高齢者の特性、認知症につい

て、車いす体験など学ぶ機会を設けました。併せて、具体的なイメージができる

ように、実際に高齢者の生活支援を行うヘルパーの話を聞かせてもらう機会も作

りました。

　そうして 8月から実際にボランティア活動を開始。最初の数件のみ生活支援

コーディネーターも同行しましたが、それ以降は実態調査、活動ともに学生主体

で行っています。最初は手さぐりでしたが、1年活動を続けて今ではノウハウも

身に付き、「より困っている人の支援がしたい」という理念も持って熱心にコロ

ナ禍でも活動をしています。また、依頼者の方から、「来てくれて話ができるだ

けでもうれしい」とのお声もあるとのことで、高齢者にとっては若者との交流自

体がいきがいになっており、彼らの存在が貴重なものであると実感しています。

　生活支援コーディネーターとして、彼らの主体性を尊重し、「自分たちで切り

開いて団体運営していくのが楽しい」という彼らの思いを大事にしつつ、必要な

時にバックアップできるよう引き続き支援をしていきます。

※�団体の詳細（活動費、内容等）については、札幌市東区社会福祉協議会までお

問い合わせ下さい !
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